
 

 

2023年9月から2型糖尿病の方を対象とした治験を開始します。 

 
治験の要約 
対象となる病気 2型糖尿病  

目的 2型糖尿病の治療における治験薬（日本を含め開発中）

の効果や安全性を調べること （第3相試験）  

この治験を当院に依頼している企業 日本イーライリリー株式会社 

治験薬の剤形、 服用方法、用法 ［治験薬の剤形］カプセル剤  

［用法］毎日1日1回  

参加予定期間 

来院回数 

• 治験の開始から終了まで：最長で約58週間 

• 来院：約14回  

負担軽減費  

＜参加に伴うあなたへのお支払い＞  

治験のための来院ごと、駐車料金、食事代、その他と

して10,000円 

参加予定人数（予定） 国内で399名 

募集期間（予定） 2023年9月～2024年2月 

治験薬について 
食事により胃腸管から分泌される「グルカゴン様ペプチド-1（GLP-1）」というホルモンは、

膵臓に存在する受容体に結合し、血糖値が高いときだけ膵臓のインスリンの分泌を高めることに

よって血糖値を下げる作用があります。また、GLP-1は胃腸の動きを低下させ、満腹感を促進す

ることにより食事量や体重を調節することも知られています。 

治験薬は、GLP-1と同じ働きをする薬物です。 
 

＜予想される治験薬の有効性＞ 

治験薬は、これまでに国内／海外で実施された臨床試験の結果から血糖値を下げることがわかって

います。 

 

治験薬を服用した治験参加者に見られた副作用を表にお示しします。 

しばしば見られた事象 

（100人中10人以上） 

時々見られた事象 

（100人中1人以上10人未満） 

胃の不調 

嘔吐 

硬い便または便秘 

水様便、ゆるい便、頻便 

膨満感 

げっぷ 

頭痛 

食欲不振 

消化不良 

胃の痛み 

 

治験には参加条件があり、ご参加頂けない場合もあります。 

詳しくは、下記までお問い合わせください。 

 
おおはま糖尿病・腎クリニック 

TEL：048-251-5050 

治験責任医師：大濱 俊彦 


